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　　　　ウシ ガエ ル （Rana 　catesbiana ）に 嵜 生す る鉤頭虫E（Acanthocephala ） の 幼 虫 に つ い て

　　　　　　　　　　　　　　　　　 奧田義雄　（紳戸大 ・交理）　 ，

　最近 各埴 に 繁殖 して い る 食用蛙 （R 『
nre　catesbiana ） に Sozathweth

’
na の 被嚢幼虫を發見 した の で そ の 所

見を報告 す る。Soutltwellina　IX鳥類 に 寄生す る もの で ，＆ hispida （van 　Cleave：1925）WitenbeTg，1932

が ゴ ヰ サ ギを宿主 と して 我國及び北米 か ら報告され て い る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の

ユ、被嚢幼虫 は 膀胱及腸聞膜 。 小腸に 見出 さ れ る 。

2．本幼虫 の 發育程 度は 吹の よ 5で ある 。

　　醴長 X 體幅 ： ♂ 432 −4．80x1 ．O（Fl ．12mm ♀ 4．40−4．80x1 ．04−L14mm 　　　　　　　　　　　　　 一

　　全形：　 訪錘形

　　吻長 x 吻幅 ： 0、60−q．7  × 0．46−0．65mm

　　吻形 ：　 紡錐形

　　籔 ）く頸幅 ：　0．44−0，5g× 0．50−0膠74　mm

　　 睾丸縦 x 横 ： 0．14−0．16xO ユ 0−0．15mm

　　縢 鯛 形礑 の 号に reaseL て 二 個 あ る・

3．鉤列　16−20 列　各 列 16 −18 個

　　鉤の 先 は鏡く尖 り 2447 μ 背腹で 大 きさに差は な い 。 頸 で 1ま 16 −18 列各列 6−9 個 で 稱 細 くて 短か い 。

　　　　　　　　　 P

　　　　　　　　　　 カ キ に 附藩 の 無 設 ヒ ドロ 虫に 就 い て　山田眞弓（北大理 。動）

　昭和 24 年春及 び 25 年春 の 2 度 に 亘 り尾道臨海實験所 の 門氏よ b カ キ に 附着せ る ヒ ド ロ 虫の
一種の 標本

を逶 られ た 。 こ の カ キ は 尾道附近よ り探駁 さ れた蟇殖せ る マ ガ キで ；それ の 外套 内の 唇辮よ り鰯に わた つ て ．

多數 の ヒ ドロ 虫 が 附着 し て い た 。 臉査 の 結果は Bougainviliidae　ウ ミ ヒ ドラ 科 に腸す う新しい 種類と考え

られ た 。 饐 の カ キ に は 多數 の 個體 が 附着 して い るが ，極め て 特 異 な こ とは 群體 を 形成 し て い な い こ とで あ覧 。

ボ リ プ の 高 さは 1・4−2・6m 皿 ・ヒ ドロ 花 ， ヒ ド ロ 莖 の 明確 な 癪 別 1ま な く．

『
F部 に向い 次第 に 細 まる 。 上 端 に lt

ユ5−20，本 の 糸状の 短 い 觸手 が あ る。下端は 圓盤 趺の 小 さ な足盤 に 終 つ
ー
くい る 。 與 え ら れ た標本 1ま總て 未 熟 の 　

・

もの で あ つ て 生殖體は 見らi■S’　，・水母 を生ず るや 否 や 不 明で ある 。又個饐申 に は 體 の 中部 に 小 さ taes饐 を 有

す る もの が あ る が 之 は 無性 的 な もの で あら 5と思 う。 筆者は 本鍾 に Osti’Eehy4ra 　iaPonicaな る名を與 えた 。

i

　　　　　 カ マ キ リ 霰生 ハ リ ガ ネ 厶 シ 邉 加一新種並びに Chordodes 凰の 国 内 國外分布 に つ い て

　　　　　　　　　　　　　　　　 井 上　巖（東京學 藝 大 ・ 大 泉分校）

　LCh ・ rdOde ・f・k ・tii 　n ．・P．・65 ， ♀ 11．ク チ ク ラ ・ 突起 三 種 ・
1・第 1 種乳頭 ・ ク チ ク ラ 斷面 で は 圓鑑台歌

偏 4〜12μ ，13 頭 ユ30 個 rP均 7μ）。表 面観一楕 圓形 （頂部長徑 3・−gP，
　 13 頭 13岼 均 6P ； 基部同5−・12p

・
・

13 頭 130 亭 均 8μ）。 頂部縁邊 に 1〜3μ 長の細毛不定敏生ず 。
2 〜 37 個 が集 り （16 頭 200 群李均 11｝不親

則群を作 り、各群は ク チ ク ラ 上 に 散在 。 a 第 2 種乳頭 p 前踵乳 頭間を 埋 め て 生ず 。 斷面
一

低丘状 （高1−−5μ ，
　
’

13 頭 65 夲均 2μ） 1〜3昌 長 の 細毛疎生 。 表面醗
一

楕圓 ， 角の 園い 長多角形（長徑 垂0〜20
宀

11 頭 1104 均

・3・）（乳頭 嘱 ・飴 麺 觀で i：gm の 明か で ない 雕 あ り）・3詣 徽 起 ・ 瀬 瀞 響立灘 ・ 恥 1°・・

・
基部徑 2〜3P 。 棘歌大 彫 突起な し。 宿主大 カ マ キ リ T ・sin ・S・

，
チ ョ ウセ ン カ マ キ リ T ・ang ・S・？ （古川博 士

御 同定）。

　 11．分布　1．國内 Cli．　j‘tρonensis 　Inoue 栃木 ・埼玉 ・千葉
・
東京

・山梨 ・愛知 ・奈良 ・ Chfukuii　n ・　sp ・

秋 田 ・栃 木 ・山梨 （本州以外 の 材親 は 入手 な し）　 2．本 醜 旡知 68 種 の 分布 。 熱幣 ・亜熱帶を 中心 に分布す

る を鬪示 。 北 限 サ ラ トウ，南限 シ ドニ ー
。

　　　　　　　 キリギ リス に 寄 聲サる簇虫に つ い て 　津川兵馬 （肉 口 大 ・教育
・
光分校》　　　 一

　山 口 縣光市及 び 縣下昏地 よ り探集 された キ リギ リス には 2 種 の G プfga プ加 が 寄生す る 。 そ の 内の Gi’ega −

ri ・ a 　 CQn ‘ ava に つ き形態的特甑 生活躱 ぴ 胞子 磁 に つ い て の 瀦 で あ る ・ス 伽 ン トは 2 颶 シ ジ
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